
令和元年度大学等進学状況調査の概要

を発表しました

県内の公・私立高等学校(全日制・定時制課

程)及び公立中等教育学校(後期課程)の卒業者

の進路状況を、令和元年５月１日現在で調査

集計し、その結果を公表しました。

１ 卒業後の状況

◇卒業者数は19,093人◇

平成31年３月の高等学校及び中等教育学

校卒業者数は19,093人で、前年度より370人

減少しており、このうち、高等学校卒業者

数は18,562人で、前年度より328人減少して

います。

２ 大学等（※１）進学状況

◇大学等進学率（※２）は47.9％◇

当年度卒業者の大学等への進学率は47.9

％(男47.1％、女48.7％)で、前年度より

0.5ポイント上昇しています。

大学(学部)・短期大学(本科)への進学率

は47.0％(男46.6％、女47.5％)で、前年度

より0.5ポイント上昇しています。

※１ 大学等とは大学(学部)、短期大学(本科)、大学・

短期大学の通信教育部(正規の課程)及び放送大学

(全科履修生)、大学・短期大学(別科)、高等学校(専

攻科）及び特別支援学校高等部(専攻科)をいう。

※２ 進学率…進学者数の卒業者数に対する割合

（進学者数÷卒業者数×100）

３ 大学(学部)・短期大学(本科)入学達成状

況

◇大学(学部)・短期大学(本科)入学達成率

（※３）は87.6％◇

当年度卒業者の大学(学部)・短期大学(本

科)への入学達成率は87.6％(男85.4％、女

89.9％)です。

※３ 入学達成率…進学者数の志願者数に対する割合

（進学者数÷志願者数×100）

なお、詳しい内容はWebページを御覧くださ

い。

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoik

u/20191122daigakutou.html
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第840号 令和２年１月６日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (1)
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文部科学省は10月に、平成30年度「児童生

徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題

に関する調査」の結果を公表しました。

本号では、この調査結果を踏まえ、本県の

生徒指導上の諸課題の現状、対応や未然防止

に向けた取組について述べます。

平成30年度の本県の小・中・高校における

暴力行為の発生件数は、2,222件で調査開始以

降、最多となりました。（図１）その内訳は、

小学校における暴力行為の発生件数が1,364件

（H29:1,104件）となり前年度より260件増加

しています。中学校は726件（H29:854件）で

前年度より128件減少し、高校も132件（H29:

138件）で６件減少しています。

また、本県の小・中・高校の児童生徒1,000

人あたりの発生件数は9.7件で、全国の平均値

の5.5件を上回っています。

【図１ 本県の暴力行為の発生件数の推移】

暴力行為は、小学校での大幅な増加傾向が

続いています。その要因としては、いじめの

認知件数の増加との関連があることや、感情

をうまくコントロールできない児童が増加し

ていることが考えられます。

暴力行為を形態別で見ると、全校種におい

て、生徒間暴力が最も多いです。（表１）

【表１ 本県の暴力行為の形態別発生件数】

対教師 生徒間 対人 器物損壊

小学校 233 931 8 192

中学校 45 528 5 148

高 校 4 98 6 24

合 計 282 1,557 19 364

また、特定の児童生徒が、繰り返し加害に

なる非行事故報告も増加しています。

暴力行為の発生の背景には児童生徒を取り

巻く環境、本人の特性などが複雑に絡んでい

ます。加害児童生徒への指導は、行為に至っ

た背景を教職員が十分に理解し、当該児童生

徒の成長を促す機会と捉えることが大切です。

１ 未然防止

一人一人の児童生徒の心に寄り添い児童生

徒理解に努め、学校教育の場だからできる適

切なアセスメントをもとに「自己有用感」を

涵養することが重要です。

２ 適切な初期対応

複数の教職員による当事者（被害者と加害

者）への対応と援助、正確な事実関係の把握

をした上での対応等に留意する必要がありま

す。加えて、保護者の気持ちを受け止めるよ

う傾聴することや、保護者とともに児童生徒

の成長を支えていく姿勢が不可欠です。

３ 毅然とした対応

児童生徒の内面に迫る指導を行うとともに、

迅速かつ的確で毅然とした対応とあわせて、

法的な視点でとらえ直すことも大切です。

４ 組織的な指導体制

管理職の指導のもと、全教職員による事案

の情報共有、指導内容について教職員間の合

意形成を得て取り組むことが大切です。

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第840号 令和２年１月６日

本県における児童生徒の問題行動・不登校等の
生徒指導上の諸課題について

生徒指導課

H26 H27 H28 H29 H30

高等学校 115 153 111 138 132

中学校 687 679 846 854 726

小学校 145 290 1,035 1,104 1,364
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第840号 令和２年１月６日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (3)

１ いじめの認知状況

本県の小・中・高・特別支援学校における

いじめの認知件数は、小学校で15,399件（H29

:14,882件）、中学校で2,343件（H29:2,339件）、

高校で480件（H29:253件）、特別支援学校で

62件（H29:39件）と、全校種で前年度より増

加し、総計で18,284件（H29:17,513件）とな

り、前年度より771件増加し、いじめ防止対策

推進法施行以降で最多となりました。(図２)

また、本県の小・中・高・特別支援学校の

児童生徒の1,000人あたりのいじめの認知件数

は79.3件（H29:74.6件）と全国の平均値40.9

件を上回っています。

【図２ 本県いじめの認知件数の推移】

いじめの認知件数の増加の背景には、「いじ

め見逃しゼロ県民運動」の推進や研修をとお

して、初期段階のいじめや、ごく初期のうち

に解消したいじめを含め、教職員にいじめを

見逃さない意識が浸透し、組織として積極的

な認知に努めた結果であると考えられます。

また、高校が前年度より1.9倍と著しく増加し

ています。要因としては、いじめ対策総点検

により各校のいじめ認知を含む対策の見直し

が図られてきた効果と考えられます。

いじめに適切に対応することで、発生件数

をゼロに近づけることが大切ですが、いじめ

防止対策推進法に基づき、認知すべきものは

適切に取り上げる必要があります。

本県の小・中・高・特別支援学校における

１校あたりのいじめの認知件数は21.9件で、

全国平均値の14.6件を上回っています。

いじめの認知件数が０件であった学校は、

「いじめ防止対策の推進に関する調査結果に

基づく勧告を踏まえた対応について」（平成30

年３月通知）を踏まえると、解消に向けた対

策がとられることなく放置されたいじめが潜

在していることが懸念されます。認知件数が

０件であったことを児童生徒や保護者向けに

公表し検証を仰ぐことで、認知漏れがないか

確認する必要があります。

２ いじめの解消状況

本県の小・中・高・特別支援学校における

いじめの解消状況は、「解消しているもの」の

割合が前年度より増加しました。（表２）

ごく初期のいじめを見逃さずに早期発見し、

深刻化しないうちに解消することが重要です。

また、認知したいじめについて、解消の要

件に照らし、安易に解消したと判断せず、再

発の可能性も考慮しながら丁寧に対応を継続

していくことも大切です。

【表２ 本県のいじめの解消状況】

解消済 取組中 その他

H30
件数 17,351 887 46

割合 94.9% 4.9% 0.3%

H29
件数 15,682 1,802 29

割合 89.5% 10.3% 0.2%

＊「その他」は、いじめの問題による就学校の指定変更、

転学や退学等

３ 発見のきっかけ

いじめの発見のきっかけとしては、「アンケー

ト」によるものが最も多い傾向は変わらない

（表３）ことから、記名式・無記名式、学校

での記入・持ち帰りによる記入など、それぞ

れのよさを踏まえ、効果的にアンケートを実

施していくことで、いじめの早期発見に役立

てていく必要があります。

また、「本人からの訴え」が増えていること

から、相談しやすい雰囲気や体制が整ってき

ていると考えられます。その一方で「他の児

童生徒からの情報」の割合が低い結果となっ

ています。いじめ問題が被害者と加害者だけ

H26 H27 H28 H29 H30

特別支援学校 0 10 8 39 62

高等学校 136 193 221 253 480

中学校 663 1,147 1,785 2,339 2,343

小学校 726 1,705 7,921 14,882 15,399
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(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第840号 令和２年１月６日

の問題になっており、観衆や傍観者と言われ

る周りの児童生徒に、いじめに気付いたり発

見したりした時に求められる行動が十分に定

着していない現状があります。いじめの当事

者以外の観衆・傍観者を支援者に育てる指導

や集団づくりと併せて、ＳＯＳの出し方に関

する教育等の実践や、児童生徒に悩み等を相

談することの大切さやよさを理解させるよう

にしていく必要があります。

【表３ 本県のいじめの発見のきっかけ】

Ｈ30 Ｈ29

アンケート調査 54.7 60.2

本人からの訴え 21.3 16.7

本人の保護者からの訴え 9.0 9.0

学級担任が発見 7.6 7.4

他の児童生徒からの情報 3.6 3.6

他の教師が発見 2.2 2.0

＊数字は（％）

いじめの問題に対して、実効性のある取組

を展開していくためには、「いじめ防止対策推

進法」及び「新潟県いじめ防止基本方針」等

を踏まえ、家庭、地域、関係機関等と連携し

て、いじめ防止対策を確実に推進していく必

要があります。

１ いじめの正確な認知

いじめの定義の正しい理解は、いじめの正

確な認知につながります。

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児

童等が在籍する学校に在籍している等当該児

童等と一定の人的関係にある他の児童等が行

う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む。）

であって、当該行為の対象となった児童等が

心身の苦痛を感じているものをいう。

＊ いじめ防止対策推進法 第２条 いじめの定義

いじめの定義を限定的に解釈しないように、

児童生徒の被害性に着目して認知しなければ

なりません。行為の継続性や反復性、被害の

軽重、当事者の力関係はいじめの認知には無

関係です。

２ いじめのサインを見逃さない

日頃から、いじめのサインを察知する「感

性」を磨き、行為の背景にいじめがあるので

はないかと受け止める「想像力」を鍛えるこ

とで、教職員が豊かな人権感覚を身に付けな

ければなりません。

３ 抱え込みの防止と組織的対応

いじめに対して組織的対応が求められる背

景には、教職員の抱え込みにより重大事態に

至った事案の増加があります。その多くは、「自

分が解決しなければ・・・」「迷惑は掛けられ

ない・・・」等、熱心であればあるほど落と

し穴にはまることがあります。いじめ防止対

策推進法第23条の学校における「いじめに対

する措置」の再確認をお願いします。

４ いじめ解消に向けた継続的な取組の推進

いじめは単に謝罪をもって解消と判断する

ことはできません。少なくとも次の２つの要

件が満たされていることが必要です。

【いじめの解消の要件】

（１）いじめに係る行為が止んでいること

いじめを受けた児童生徒に対する心理的

又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む）が止

んでいる状態が相当の期間継続しているこ

と。相当の期間とは、少なくとも３か月を

目安とする。

（２）いじめを受けた児童生徒がすでに心身

の苦痛を感じない状態となっていること

いじめを受けた児童生徒がいじめの行為

により心身の苦痛を感じていないことを本

人及び保護者に面談等で確認し、認められ

ること。

以上の２つの要件が満たされている場合で

あっても、必要に応じ、他の事情も勘案して

判断するものとします。いじめが「解消して

いる」状態とは、あくまで、ひとつの段階に

過ぎず、「解消している」状態に至った場合で

も、いじめが再発する可能性があることを踏

まえ、被害・加害児童生徒の様子を日常的に

注意深く観察することが必要です。



第840号 令和２年１月６日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (5)

５ いじめの「重大事態」への対応

いじめの重大事態が発生した多くの学校が、

「まさか私の学校で・・・」と思うものです。

いじめは、どの子にも、どの学校でも起こ

り得るものであるように、いじめの重大事態

も同じです。

（１）いじめの「重大事態」とは

いじめ防止対策推進法第28条に次のように

定義されています。

いじめにより生命、心身又は財産に重大

な被害が生じた疑いがあるとき

・児童生徒が自殺を図った場合、身体に重大な傷害

を負った場合 等

いじめにより相当の期間学校を欠席する

ことを余儀なくされている疑いがあるとき

・「相当の期間」とは年間30日を目安とするが、一定

期間、連続して欠席しているような場合には、この

目安に関わらず、迅速に対処する必要があります。

（２）いじめの重大事態における学校の対応

いじめの重大事態には、誠意をもって対応

することが何よりも大切です。

〇重大事態は、事実関係が確定した段階で

対応を開始するのではなく、「疑い」が

生じた段階で調査を開始しなければなら

ないこと

〇被害児童生徒や保護者から申立があった

ときは、重大事態が発生したものとして

報告・調査等に当たること

学校は重大事態が発生した場合には、速や

かに設置者（公立学校は教育委員会）に発生

報告をします。そして、設置者からの指導・

助言を受けながら調査を行います。

いじめの重大事態の調査主体は、学校とな

る場合と、学校の設置者の場合があります。

学校の設置者の場合には外部の第三者を構成

員とした組織となります。

いずれの場合にも、調査を開始する前に、

被害児童生徒と保護者に対して丁寧に説明を

行うようにすることが大切です。

また、調査結果は、教育委員会の指導のも

と、個人情報保護条例を踏まえ、提供してい

くことになります。

本県の小・中・高校における不登校児童生

徒数は、在籍児童生徒総数が減少する中、小

学校701人(H29:560人)、中学校1,935人(H29:1,

759人)、高等学校1,222人(H29:1,165人)、合

計3,858人で、前年度より374人増加しました。

（図３）

【図３ 本県の不登校児童生徒数の推移】

本県の1,000人当たりの不登校児童生徒数は

全ての校種において平成29年度より増加しま

した。（表４）また、本県の不登校児童生徒の

割合は、小学校が約156人に１人、中学校が約

30人に１人、高等学校が約48人に１人です。

【表４ 本県の1,000人当たりの不登校児童生徒数】

Ｈ30 Ｈ29

小 学 校 6.4 5.0

中 学 校 33.8 30.0

高等学校 21.0 19.4

本県の小・中学校の不登校児童生徒のうち

90日以上の欠席者数も平成29年度より増加し

ています。（表５）

【表５ 本県の90日以上欠席不登校児童生徒数】

Ｈ30 Ｈ29

小 学 校 273 207

中 学 校 1,079 977

不登校児童生徒数の増加の要因としては、

学業不振、家庭環境、友人関係などにより、

不安や無気力の傾向が高まり、不登校につな

がったと考えられます。

H26 H27 H28 H29 H30

高等学校 1,118 1,158 1,136 1,165 1,222

中学校 1,692 1,633 1,717 1,759 1,935

小学校 436 458 474 560 701
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(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第840号 令和２年１月６日

小学校及び中学校の学習指導要領の改訂（平

成29年３月31日公示）に伴い、初めて、不登

校児童生徒への配慮について記載されました。

（以下抜粋）

〇不登校とは、多様な要因・背景により、

結果として不登校状態になっているとい

うことであり、その行為を「問題行動」

と判断してはならない。

〇不登校児童（生徒）については、個々の

状況に応じた必要な支援を行うことが必

要であり、登校という結果のみを目標に

するのではない。

不登校は、取り巻く環境によっては、どの

児童生徒にも起こり得ることとして捉える必

要があります。以下に社会的に自立させるた

めのポイントを示します。

１ 未然防止

学校がすべての児童生徒にとっての居場所

になっていることが重要です。不登校の未然

防止には、何より児童生徒が学校に来ること

を楽しいと感じる「魅力ある学校づくり」が

肝心です。児童生徒が集団生活をとおして互

いの「絆」を深め、社会性をはぐくみ、自己

肯定感を得られるよう温かな取組が必要です。

２ 初期対応

不登校は、長期化すると状況が複雑化・深

刻化し、対応が困難になるケースが見られま

す。不登校のサインを早期に発見し、欠席の

初期段階からの組織的な対応が必要です。

「子どもとともに１・２・３運動」

欠席１日目：欠席家庭に連絡し、保護者

または本人から状況を聞く。

２日目：児童生徒の具体的な状況を

電話等により把握する。

３日目：家庭訪問。

＊気になったら欠席１日、２日目でも即、

家庭訪問する。

上記の小・中学校の取組を参考に、高校に

おいても欠席生徒へ対応する必要があります。

３ 不登校児童生徒への支援の留意事項

不登校児童生徒への支援の際は、不登校の

きっかけや継続理由、現在の状況等について、

家庭訪問も含めた継続的な把握が必要です。

また、不登校児童生徒の状況により休養が

必要な場合があることも留意しつつ、個々の

状況に応じた学習活動等が行われるよう支援

していくことが大切です。あわせて、不登校

児童生徒の保護者に対し、支援機関等の情報

を提供することと、個別指導等の適切な支援

をしていると評価できる場合、指導要録上出

席扱いにできることを周知することも重要で

す。

本県の高等学校における中途退学者数は711

人で、平成29年度と比べ138人減少しました

【図４ 本県の中途退学の推移】

本県では１年生での中途退学者の割合が多

く、その要因としては、学校生活や学業への

不適応、進路変更等があります。入学前オリ

エンテーション等での説明も含めて、１年生

への丁寧な指導や相談体制の充実、中高連携

による個別の情報共有を図る必要があります。

また、中学校における高校調べや高校説明

会への積極的な参加等、生徒が入学前に自分

の目で確かめる進路指導の充実も大切です。

答えを教える教育から問いを生む教育への

転換が求められる時代へと変わりつつありま

す。その一方、インターネットで容易に答え

らしきものを得られるようにもなっています。

次代を担う全ての児童生徒が、自ら生き方

を求め続ける力を養うことができるよう、今、

本県の教職員が“ONE TEAM”になるときです。
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全国産業教育フェア（さんフェア）は、農

業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉、

情報といった職業に関する科目を学んでいる

全国の高校生による学習成果発表の祭典です。

日頃の研究成果を発表したり、学んだ技術等

をコンテストや競技大会の形で互いに競い合

うことなどをとおして、専門高校等における

特色ある教育活動の成果と魅力を発信し、産

業界等との連携のもと産業教育のすばらしさ

や新しい時代に即した専門高校等における産

業教育の活性化を図ることを目的として、平

成３年から毎年、各県持ち回りで開催してい

ます。

今年度は本県が開催県となり、「繋ごう！伝

統のバトン 朱鷺翔る新潟から」のキャッチ
かけ

コピーのもと、令和元年10月26日、27日の２

日間、朱鷺メッセ、アオーレ長岡、新潟市食

育・花育センターの３会場で、「第29回全国産

業教育フェア新潟大会」を開催しました。

本県での開催が内定してから約３年、開催

に向けて準備を進めてきました。多くの方に

御尽力いただいたおかげで、当日は小さなお

子様から年配の方まで、県内外から多数の方

に御来場いただき、専門高校等の特色や魅力

を余すところなく発信することができました。

会場の様子

(1) 総合開会式

実行委員会会長や知事、文部科学省初等中

等教育局長等の関係者挨拶やさんフェア新潟

のＰＲ作品（キャッチコピー・ポスター・テー

マソング）の表彰を行いました。

また、さんフェア新潟の開催を盛り上げる、

新潟商業高等学校の吹奏楽部やダンス部によ

る歓迎アト

ラクション

が披露され

ました。

さらに、

さんフェア

新潟生徒実

行委員会による新潟の魅力や産業をアピール

する動画の紹介も行われました。

(2) 作品展示

全国の専門高校等における実習・課題研究

等で製作した作品を展示し、各学校の特色あ

ふれる取組を紹介しました（出展数99）。

(3) 体験・実演コーナー

県内の専門高校等が各学科の特色を生かし、

コケ玉づくりや茶室展示、ＡＲ（拡張現実）

体験、アンコウのつるしぎり、米袋を活用し

たブックカバーの製作、着付け体験などのブー

スを設け、多くの人で賑わいました。

(4) 展示販売

生徒が実習等で製造した缶詰や加工品、企

業と共同開発したオリジナル商品等を販売し、

大盛況を収めました。

ダンス披露

コケ玉づくりの様子 着付け体験の様子

第29回全国産業教育フェア新潟大会
（さんフェア新潟2019）開催報告 高等学校教育課
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(5) 作品・研究発表

実験・実習等での作品、研究成果について

の発表を行いました。

県内の学校からも、加茂暁星高等学校が入

院中の看護援助に「遊び」の要素を取り入れ

た効果について、村上桜ヶ丘高等学校が特別

支援学校との年賀状作成やベッドメーキング

などの共同学習について、佐渡総合高等学校

が農業や工業、商業の系列連携事業の一環で

取り組んでいる模擬株式会社と佐渡の伝統食

文化の復活について、巻総合高等学校が日本

の「米」をテーマに、各系列が連携し取り組

んだ田植え・稲管理・稲刈り・販売促進につ

いてなど、特色ある取組の成果が発表されま

した。

(6) 意見・体験発表

日頃の学習で学んだことについての体験や

意見などの発表を行いました。

県内の学校からは、加茂暁星高等学校が実

習で体験した高齢者への支援について、村上

桜ヶ丘高等学校が伝統産業・文化を取り入れ

た地域連携授業の取組について、海洋高等学

校が水産資源に関する学習と将来の目標につ

いて、堂々と発表しました。

(7) クロスフェス新潟

本県には、繊維産業で有名な地域がありま

す。そこで、県内の総合学科で学ぶ生徒によ

る地域の織物・編み物文化についての学習成

果発表と地域の繊維産業の特色を生かした

ファッション

ショーを開催

しました。小

千谷縮や五泉

のニットなど

各地域の特色

あふれる内容となりました。

(8) 高校生カフェ

西蒲高等特別支援学校の生徒が取り組んで

いる接客サービスの成果を生かした喫茶コー

ナーでは、美味しいコーヒーやクッキー等を

提供することができました。

(9) キッズビジネスタウン

小学生が擬似的な町（タウン）で県内の高

クロスフェス新潟

校生の指導により職業体験を行い、そこで得

た模擬通貨で消費活動（買い物）を行うまで

の過程をとおし

て、社会の仕組み

を学習するプログ

ラムです。子ども

たちやその保護者

にも学びの楽しさ

を体感していただ

くことができました。

(10) スーパー・プロフェッショナル・ハイス

クール事業発表会

文部科学省の研究指定校で学ぶ生徒たちに

よる先進的な卓越した実践研究の成果発表が

行われ、専門高校の優れた教育活動と生徒た

ちの学習成果を多くの来場者に伝えることが

できました。

県内からは新潟工業高等学校、加茂農林高

等学校の２校が発表をしました。

上記で紹介した催事以外にも、参加交流イ

ベントや実習船「海洋丸」の船内見学、企業

・大学・専門学校等の展示等、多彩な催事を

開催しました。

さんフェア新潟では、各学科に関連したコ

ンテストや競技大会も開催いたしました。

(1) 第18回全国高校生フラワーアレンジメン

トコンテスト

農業に関する学科で学ぶ生徒を中心に、フ

ラワーデザインに関する知識と技能を活用し、

表現力や創造性・芸術性を互いに高めあうこ

とを目的としたコンテストです。

本県からは、新発田農業高等学校の生徒２

名が出場しました。

金賞：岡山県立勝間田高等学校

銀賞：兵庫県立有馬高等学校

〃 ：熊本県立北稜高等学校

銅賞：埼玉県立川越総合高等学校

〃 ：広島県立西条農業高等学校

審査員奨励賞：新発田農業高等学校
※受賞者名は記載していません。

キッズビジネスタウン
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(2) 第27回全国高等学校ロボット競技大会

工業に関する学科を中心に、各チーム創意

工夫を凝らしロボットを製作し、「佐渡金銀山」

や「新潟米」などに関連したアイテムを指定

されたエリア

に搬送・射出

し、その完成

度を得点で競

う競技大会で

す。

本県からは、新潟工業高等学校、新津工業

高等学校、長岡工業高等学校、新潟県央工業

高等学校の合わせて７チームが出場しました。

優 勝：福岡県立八女工業高等学校

準優勝：富山県立砺波工業高等学校

第３位：秋田県立横手清陵学院高等学校

〃 ：富山県立魚津工業高等学校

特別賞：新潟県立新潟工業高等学校

(3) 全国高校生ツアープランニングコンテスト

商業に関する学科を中心に、学んだ知識を

活用し、住んでいる地域を観光で魅力アップ

するアイディアやツアープランを提案し、地

域の魅力を再発見することを目的としたコン

テストです。

本県からは、五泉高等学校、加茂暁星高等

学校、高田商業高等学校の３校が出場し、高

田商業高等学校が最優秀賞を受賞しました。

最優秀賞：新潟県立高田商業高等学校

優秀賞：神奈川県立平塚商業高等学校

岡山県立笠岡商業高等学校

(4) 全国高校生クッキングコンテスト

家庭に関する学科を中心に、調理技術の向

上及び食育についての正しい知識等を育み、

問題解決能力や創造性の育成を図ることを目

的としたコンテストです。今回のコンテスト

では、「外国から

のお客様のための

ランチ」をテーマ

とし、新潟県が開

発したお米「新之

助」と参加者の郷

土の特産物を生か

した作品を創作しました。

ロボット競技大会の様子

新潟中央高等学校の作品

金賞：岡山県立津山東高等学校

銀賞：山口県立厚狭高等学校

銅賞：長野県屋代南高等学校

特別賞：新潟県立新潟中央高等学校

(5) 全国高校生ＡＩプログラミングコンテスト

専門高校等でプログラミングを学ぶ高校生

が、指定されたゲームの思考プログラムを作

成し、対戦することにより、アルゴリズムの

優劣を競うコンテストです。惜しくも入賞は

逃しましたが、本県からは、新潟商業高等学

校、高田商業高等学校、長岡商業高等学校、

塩沢商工高等学校の合わせて11チームが参加

し、白熱した戦いを繰り広げました。

第１位～第３位：富山県立砺波工業高等学校

(6) 第８回全国高校生介護技術コンテスト

福祉を学ぶ生徒を中心に、介護技術力を高

めるとともに、様々な介護の場面において、

適切かつ安全に支援できる能力と態度を育成

することを目的としたコンテストです。

最優秀賞：佐賀県立神埼清明高等学校

優秀賞：岡山県立倉敷中央高等学校

優秀賞：明成高等学校（宮城県）

奨励賞：新潟県立村上桜ヶ丘高等学校

本県で初めて開催したさんフェアですが、

全国各地から本当に多くの方に参加していた

だくことができ、生き生きと活動する生徒の

姿が印象的な、活気あふれる大会となりまし

た。

大会の準備や運営をとおして、生徒たちは

いろいろなことにチャレンジする気持ちや自

分自身の思いや考えを形にし、他の人に伝え

ようとするコミュニケーション力、課題解決

能力等、様々な力を高め、成長する機会とな

りました。

今後も、今回のさんフェア新潟で得た成果

を生かし、産業

教育のさらなる

進展を目指して

まいります。



(10) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第840号 令和２年１月６日

●県立万代島美術館（新潟市）
企画展
「タータン展 伝統と革新のデザイン」

タータンはスコットランド北
西部・ハイランド地方で発展し
た格子柄の織物です。本来は羊
毛を綾織にした織物を指してい
ましたが、現在ではデザインそ
のものもタータンと呼ばれ、世
界各国で愛されています。本展
は「タータン」をテーマにした
日本初の本格的な展覧会。ター
タンの布地約100点、洋服や靴
をはじめ、タータンにまつわる
資料や美術作品などを集め、そ
の知られざる歴史や社会的、文
化的背景を幅広く紹介します。
タータンの多彩な色彩や洗練さ
れたデザインの数々をお楽しみ
ください。

図版：ヴィヴィアン・ウエストウッド

《タータン・スーツ》1993年

神戸ファッション美術館蔵

○会 期 開催中～令和２年３月１日(日)
○休 館 日 １月６日(月)、20日(月)、２月３日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が

免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆ワークショップ
パーソナルカラーで自分に似合うタータンを知ろ
う！

○日 時 １月19日(日) 午前11時～／午後２時～
○会 場 当館 展示室
○講 師 パーソナルカラー＆専属スタイリスト

サロンAlice（アリス）
○その他 申込不要／要観覧券／各回とも30席
※２月16日(日)にも同内容のワークショップを実施

します。

次回予告
企画展「THE ドラえもん展 NIIGATA 2020」
３月20日(金・祝)～５月17日(日)
※前売券（一般のみ1,200円）を３月19日(木)
まで販売しています。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立近代美術館 （長岡市）

企画展「1964年 東京－新潟」
1964年の東京オリンピック公式ポスターをデザイン

したのは新潟出身のデザイナー・亀倉雄策でした。同
年、東京では反芸術の議論が過熱する一方、新潟では
全国に先駆けて長岡市に現代美術館（現・長岡商工会
議所）が開館する等、現代美術をめぐる状況は過渡期
でした。
本展では、「東京オリ

ンピック」と「長岡現代
美術館」を中心に、日本
美術のひとつの転換期に
あたるこの時代の美術の諸
相を、当館の所蔵品を中心
に展観します。
また長岡現代美術館だ

った建物は2020年春に取
り壊しが決まり、斎藤義
重の壁面レリーフは移設
されます。この貴重な建
物を記録に残し、その写
真を併せて展示します。

亀倉雄策《東京オリンピック 公式ポスター第2号》

（フォトディレクション：村越襄、写真：早崎治）1962年

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 １月25日(土)～３月22(日)
〇休館日 月曜日（祝日は開館、その翌日休館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般700円（600円）

高校・大学生500円（400円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除
になります。受付で御提示ください。

※企画展観覧券でコレクション展も御覧いただけます。

映画鑑賞会
『いわさき ちひろ～27歳の旅立ち～』

（2012年・96分）
日本を代表する絵本画家いわさ
きちひろ。
子どもの命の輝きと平和を描

いたちひろの波乱の人生を綴る
初のドキュメンタリー映画。

〇会場 当館 講堂
〇日時 １月11日（土）

午後２時～
〇入場無料・申込不要
▼お問い合わせ、新潟県立近代
美術館 学芸課
TEL 0258(28)4112

県立近代美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 025-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/

**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課 世界遺産登録推進室
【世界遺産登録推進講演会】
「佐渡の文化と金銀山」を開催します

世界遺産登録を目指す佐渡金銀山の価値や佐渡の
文化の魅力を発信するため、東京都において講演会
を開催します。

〈佐渡鷺流狂言「薩摩守」〉

〇期 日 １月26日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 時事通信ビル２階 時事通信ホール

(東京都中央区銀座５－15－８)
○参加費 無料
○講 師 池田 哲夫 氏

(新潟大学 名誉教授)
○狂 言 「薩摩守」

（佐渡鷺流狂言研究会による披露）
○定 員 300名 要事前申込み

(申込みは下記へお電話ください。)

※ 鷺流狂言は、江戸時代に幕府に保護され繁栄し
たものの明治時代初めの混乱期に衰退し、現在で
は山口市・佐賀県神埼市・佐渡市にのみ残る貴重
な伝統芸能です。佐渡鷺流狂言は昭和59年に新潟
県無形文化財に指定されました。

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
URL https://www.sado-goldmine.jp/


